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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】肥満細胞（MC）にはトリプターゼのみを含有したMCTタイプとトリプターゼとキマーゼを含有したMCTC
タイプがあり、インターロイキン4（IL-4）などの炎症性サイトカインによりMCTタイプからMCTCタイプへの形質
転換がひき起こされる。これまでリンパ腫ではMCの局在については報告されているが、リンパ腫におけるMCの
タイプや役割については未だ明らかではない。そこで、diffuse large B-cell lymphoma（DLBCL）におけるMC
のタイプと線維化との関係について検索し、反応性リンパ節（LN）のMCと比較・検討した。 
【方法】DLBCLの治療前生検リンパ節50例、および胃癌切除症例の転移のないLN20例を検索した。DLBCLではア
ザンマロリー染色を用いた線維化の程度により、no fibrosis type（32例）、reticular type（８例）、bundle type
（10例）に分類した。また、免疫組織化学的染色でトリプターゼ陽性MC、キマーゼ陽性MCの局在を検討し、さ
らに免疫二重染色でMCのタイプとIL-4発現細胞を検索した。 
【結果】DLBCLの全タイプにおいて、トリプターゼ陽性MCがキマーゼ陽性MCより多かった。特にreticular type、
bundle typeの線維化部では、非線維化部に比し、トリプターゼ陽性MC、キマーゼ陽性MCともに有意に増加して
おり、なかでもbundle typeでは約20倍に増加していた。また免疫二重染色では、DLBCLのMCタイプはMCTとMCTC
の両者であり、IL-4発現細胞はキマーゼ陽性MCとＴ細胞であった。他方、LNでは、キマーゼ陽性MCはほとんど
認められなかった。 
【結論】DLBCLにおいて、トリプターゼ陽性MC、キマーゼ陽性MCの両者が線維化に関与していることが示唆され
た。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 肥満細胞（MC）にはトリプターゼのみを含有したMCTタイプとトリプターゼとキマーゼを含有したMCTCタイプ
があり、インターロイキン4（IL-4）などの炎症性サイトカインによりMCTタイプからMCTCタイプへの形質転換が
ひき起こされる。これまでリンパ腫ではMCの局在については報告されているが、リンパ腫におけるMCのタイプ
や役割については未だ明らかではない。そこで、diffuse large B-cell lymphoma（DLBCL）におけるMCのタイ
プと線維化との関係について検索し、反応性リンパ節（LN）のMCと比較・検討した。 
 DLBCLの治療前生検リンパ節50例、および胃癌切除症例の転移のないLN20例を検索した。DLBCLではアザンマ
ロリー染色を用いた線維化の程度により、no fibrosis type（32例）、reticular type（８例）、bundle type
（10例）に分類した。また、免疫組織化学的染色でトリプターゼ陽性MC、キマーゼ陽性MCの局在を検討し、さ
らに免疫二重染色でMCのタイプとIL-4発現細胞を検索した。 
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 DLBCLの全タイプにおいて、トリプターゼ陽性MCがキマーゼ陽性MCより多かった。特にreticular type、bundle 
typeの線維化部では、非線維化部に比し、トリプターゼ陽性MC、キマーゼ陽性MCともに有意に増加しており、
なかでもbundle typeでは約20倍に増加していた。また免疫二重染色では、DLBCLのMCタイプはMCTとMCTCの両者
であり、IL-4発現細胞はキマーゼ陽性MCとＴ細胞であった。他方、LNでは、キマーゼ陽性MCはほとんど認めら
れなかった。 
 DLBCLにおいて、トリプターゼ陽性MC、キマーゼ陽性MCの両者が線維化に関与していることが示唆された。 
 本研究は、トリプターゼ陽性肥満細胞、キマーゼ陽性肥満細胞の両者がびまん性大細胞型リンパ腫において
線維化に関与していることをはじめて明らかにした研究であり、よって筆者は、博士（医学）の学位を授与さ
れるに値するものと判定された。 
